
● 平成19年度本宮市予算のあらまし

● 橋本康子選手　名古屋国際女子マラソン優勝

● 早稲田大学ラグビー部　菅野朋幸選手来庁

● 平成19年度新入学児童紹介

　※付録「平成19年度健康カレンダー」

平成19年４月号の主な内容
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橋
本
康
子
選
手（
本
宮
市
出
身
）

名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
優
勝　

世
界
陸
上
大
阪
大
会
出
場
決
定
！

（
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

名古屋国際女子マラソンでゴールする
橋本選手。後方は、弘山晴美選手
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平成19年度　本宮市予算のあらまし
平成19年度の本宮市政がスタートしました。

合併後初の新年度予算は、一般会計がちょうど100億円となります。
平成18年度は旧本宮町が約59億４千万円、

旧白沢村が約35億円で合計94億４千万円でしたので、
比較すると５億６千万円の増額となります。

今月は、新本宮市の平成19年度予算編成方針と
一般会計、特別会計についてお知らせいたします。

予
算
編
成
方
針

　

本
宮
市
の
平
成
19
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
合
併
後
初
の
本
格
的
予

算
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
市
の
円
滑
な
運
営
の
確
保
と
均
衡
あ
る
発
展
、

新
市
の
一
体
性
の
確
保
お
よ
び
市
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

新
市
の
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
お
よ
び
行
財
政
改
革
の
推
進
を
念
頭

に
編
成
し
ま
し
た
。

　

新
市
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
税
収
入
の
確
保
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
等
財
源
の
確
保
に
努
め
る
一
方
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
現
況
を
踏
ま
え
、
各
種
施
策
の
優
先
順
位

に
基
づ
く
、
財
源
の
計
画
的
・
重
点
的
な
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
経
費
を
圧
縮
し
な
が
ら
、
経
済
の
動

向
に
即
応
し
た
機
動
的
・
弾
力
的
な
運
営
を
心
が
け
、
事
業
に
つ
い
て

は
、
重
点
選
別
に
よ
る
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
当
初
予
算
合
算
額
と
比
較
す
る

と
６
・
０
％
増
の
１
０
０
億
円
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
７
つ
の
特
別
会

計
の
合
計
で
は
、
旧
町
村
当
初
予
算
合
算
額
と
比
較
す
る
と
、
４
・
３
％

増
の
86
億
８
，
９
９
２
万
８
千
円
、
水
道
事
業
会
計
の
水
道
事
業
費
用

で
は
、
旧
町
村
当
初
予
算
合
算
額
と
比
較
す
る
と
０
・
８
％
減
の
９
億

１
，
９
４
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水

と
緑
と
心
が
結
び
あ
う
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

５
つ
の
基
本
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
の
重
点
施
策

に
つ
い
て
も
、
こ
の
５
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
一
歩
一
歩
着
実
に
、
か
つ

全
力
で
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
第
１
「
豊
か
な
心
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

教
育
施
設
の
環
境
整
備
お
よ
び

学
習
環
境
の
充
実
、
さ
ら
に
は
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
展
開

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
部
門

に
わ
た
り
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

予
算
は
、
１
億
２
，
５
９
３
万
６

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
本
宮
小
学
校
改

築
・
大
規
模
改
修
事
業
や
児
童
の

急
増
対
策
の
た
め
の
岩
根
小
学
校

増
築
工
事
設
計
業
務
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
教
育
の
一
環
と
し
て
市

内
の
小
中
学
校
全
10
校
の
児
童
生

徒
に
、
広
く
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

実
践
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
や
、

主
体
性
を
伸
ば
す
体
験
活
動
お
よ

び
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
を
は

ぐ
く
む
学
習
の
創
造
な
ど
、
各
学

校
独
自
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校

運
営
活
動
を
支
援
す
る
小
中
学
校

メ
ニ
ュ
ー
選
択
性
補
助
金
を
導
入

い
た
し
ま
す
。

基
本
目
標
第
２
「
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
、
基
本
構
想
計
画
の

策
定
お
よ
び
行
政
改
革
な
ど
の
推

進
、
な
ら
び
に
市
民
の
声
を
行
政

へ
反
映
さ
せ
地
域
活
性
化
の
支
援

な
ど
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
、

予
算
は
、
３
，
２
６
４
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

行
政
経
営
改
革
に
つ
い
て
は
、

行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
着
実
な

実
施
と
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
定

着
化
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
の
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
方
針
お

よ
び
施
策
の
方
向
を
定
め
る
基
本

構
想
、
行
政
計
画
を
示
す
基
本
計

画
、
さ
ら
に
具
体
的
事
業
を
示
す

実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
の
た
め
、
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
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基
本
目
標
第
３
「
共
に
支
え
あ
う
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

　

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
子

育
て
支
援
お
よ
び
福
祉
事
務
所
設

置
に
よ
る
対
応
、
さ
ら
に
は
市
民

の
健
康
を
守
る
た
め
疾
病
の
早
期

発
見
早
期
治
療
に
取
り
組
み
ま

す
。
予
算
は
、
１
億
２
９
６
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
小
学
生
に
対
す
る

入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
助
成

や
、
妊
婦
検
診
に
お
け
る
公
費
負

担
制
度
の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児

に
か
か
る
保
育
料
の
軽
減
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
事
務
所
内
に
家
庭

児
童
相
談
室
を
設
置
し
、
相
談
体

制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
旧
本
宮
病
院
跡
地
に
健
康
増

進
、
他
世
代
交
流
、
子
育
て
支
援

の
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら

３
カ
年
事
業
で
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
の
支
援
と

と
し
て
、
引
き
続
き
保
育
所
、
幼

稚
園
に
健
や
か
相
談
室
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
保
育

需
要
に
よ
り
積
極
的
に
対
応
す
る

た
め
、
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
、

保
育
時
間
の
延
長
、
一
時
的
な
保

育
の
受
け
入
れ
な
ど
、
児
童
・
障

が
い
児
の
福
祉
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

基
本
目
標
第
４
「
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
生
産
基
盤
の
一
層

の
充
実
や
生
産
技
術
・
経
営
の
高

度
化
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、

生
産
・
加
工
・
販
売
体
制
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

遊
休
農
地
の
解
消
や
地
域
の
産
業

創
出
事
業
と
し
て
の
農
村
振
興
総

合
整
備
事
業
お
よ
び
県
事
業
の
経

営
体
の
育
成
基
盤
整
備
事
業
と
し

て
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
予
算
は
、
５
９
６
万
８
千
円

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
整
備
や
駅
周
辺

整
備
等
と
連
動
し
た
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
商
店
街
の
再
生
整
備
や
新

規
優
良
企
業
の
立
地
促
進
、
新
市

産
業
の
中
核
を
担
う
商
工
業
の
振

興
お
よ
び
新
産
業
の
開
発
に
努
め

ま
す
。

基
本
目
標
第
５
「
安
全
安
心
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

新
市
基
本
計
画
に
お
け
る
基
本

計
画
事
業
、さ
ら
に
は
交
通
安
全
・

防
犯
対
策
な
ら
び
に
子
ど
も
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
取
り
組
み
を
行

う
も
の
で
あ
り
、予
算
は
、７
億
６
，

３
０
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
事
業
の
市
道
堀
切
・

赤
坂
線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
名
郷
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
事

業
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
計
画
で
実

施
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
用
地

取
得
と
取
付
道
路
の
改
良
な
ど
に

着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
だ
た
ら
ド
リ
ー
ム
ラ

イ
ン
整
備
事
業
の
大
山
・
松
沢
線

道
路
改
良
事
業
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年

計
画
で
実
施
す
る
も
の
で
、
平
成

19
年
度
は
用
地
取
得
と
物
件
補
償

を
行
う
予
定
で
す
。
橋
梁
整
備
事

業
の
菅
田
橋
に
つ
い
て
は
、
老
朽

橋
梁
架
け
替
え
事
業
と
し
て
平
成

14
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の

11
ヵ
年
計
画
で
、
二
本
松
市
と
の

共
同
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
、
平
成
19
年
度
は
橋
梁
下
部
工

と
橋
脚
工
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全

や
防
犯
対
策
と
し
て
、
地
域
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
前
年
度
に
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
市
基
本
計
画
に

お
い
て
構
想
事
業
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
と
し

て
５
ヵ
年
間
で
整
備
す
る
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
阿
武
隈
川
本

築
堤
の
整
備
促
進
お
よ
び
上
ノ
橋

架
け
替
え
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

 

財
政
課
財
政
係（
☎
内
線
２
１
２
）

◀遊休農地の解消は、
農業振興には欠か
せない重要な課題
です

安全・安心なまちづくり
のための都市基盤整備事
業もスタートします
（写真は改良が望まれる
大縄堀踏切）▶
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グラフで見る「一般会計予算100億円」グラフで見る「一般会計予算100億円」

用語解説用語解説
●市税
　市民の皆さんが納める市民税
や固定資産税など

●地方交付税
　各市町村の状況により国から
配分される交付金

●市債
　市が借り入れするお金
●国庫支出金・県支出金
　国や県からの補助金や負担金
●地方消費税交付金
　消費税５％のうち１％の国か
らの配分金

●地方譲与税
　国税として納められた税の一
部から地方への配分金

〔歳  入〕
（単位：千円）

（単位：千円）●市税（41億6,300万円）の内訳

市税
4,163,169
42％

地方交付税
2,235,800
22％

市債
510,100　5％

繰入金
538,606　5％

県支出金
558,788　6％

地方消費税交付金
316,738　3％

地方譲与税
274,078　3％

使用料及び手数料
131,152　1％

分担金及び負担金
174,013　2％

地方特例交付金等
159,271　2％

財産収入・諸収入等
245,466　2％

用語解説用語解説
●民生費
　高齢者や障がい者の方など福
祉全般に使う費用
●公債費
　借り入れた地方債（借金）の
元金と利子の返済金
●総務費
　市役所の管理、選挙、安達地
方広域行政組合負担金などの
費用
●土木費
　道路や川の整備のための費用
●教育費
　小中学校、生涯学習、文化・ス
ポーツ振興のために使う費用
●衛生費
　各種検診、ごみ処理などの費
用

〔歳  出〕
（単位：千円）

（単位：千円）●予算100億円の性質別区分

民生費
2,466,866
25％

土木費
1,195,874
12％

総務費
1,448,984
14％

公債費
1,531,006
15％

教育費
1,105,090
11％

衛生費
945,370
　　9％

労働費・予備費など
75,458　1％

国庫支出金
692,819

7％

国庫支出金
692,819

7％

消防費
475,463　5％

農林水産業費
358,128　4％

商工費
223,780　2％

議会費
173,981　2％

市民税
1,584,000

固定資産税
2,295,000

軽自動車税
58,000

市たばこ税
226,000

普通建設事業費
728,000

その他
318,000

人件費
2,385,000

公債費
1,531,000

補助費等
1,483,000

繰出金
1303,000

物件費
1,249,000

扶助費
1,003,000

本宮市予算のあらまし
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一 般 会 計 当 初 予 算 一 覧
（歳　入）

内　　訳 今年度 前年度本宮町 前年度白沢村 両町村合計との比較
１． 市 税 41億6,316万9千円 30億1,183万2千円 8億  934万7千円 3億4,199万    円
２． 地 方 譲 与 税 2億7,407万8千円 3億  780万5千円 1億7,024万3千円 －2億  397万    円
３． 地 方 消 費 税 交 付 金 3億1,673万8千円 2億3,721万5千円 7,600万    円 352万3千円
４． 利 子 割 交 付 金 587万    円 799万4千円 400万    円 －612万4千円
５． 配 当 割 交 付 金 487万3千円 488万1千円 50万    円 －50万8千円
６． 株式等譲渡所得割交付金 362万9千円 420万    円 50万    円 －107万1千円
７． ゴルフ場利用税交付金 128万2千円 18万8千円 100万    円 9万4千円
８． 自 動 車 取 得 税 交 付 金 9,672万1千円 5,392万8千円 4,500万    円 －220万7千円
９． 地 方 特 例 交 付 金 3,939万6千円 9,098万8千円 1,300万    円 －6,459万2千円
10． 地 方 交 付 税 22億3,580万    円 8億7,924万6千円 13億6,000万    円 －344万6千円
11． 交通安全対策特別交付金 750万    円 560万    円 100万    円 90万    円
12． 分 担 金 及 び 負 担 金 1億7,401万3千円 1億4,669万9千円 2,360万2千円 371万2千円
13． 使 用 料 及 び 手 数 料 1億3,115万2千円 1億 729万9千円 4,531万3千円 －2,146万    円
14． 国 庫 支 出 金 6億9,281万9千円 2億1,924万    円 1億7,868万2千円 2億9,489万7千円
15． 県 支 出 金 5億5,878万8千円 2億5,658万8千円 1億  606万2千円 1億9,613万8千円
16． 財 産 収 入 3,461万2千円 763万    円 540万7千円 2,157万5千円
17． 寄 附 金 6千円 6千円 5千円 －5千円
18． 繰 入 金 5億3,860万6千円 1億3,535万7千円 2億3,033万2千円 1億7,291万7千円
19． 繰 越 金 5,000万    円 1千円 5,000万    円 －1千円
20． 諸 収 入 1億6,084万8千円 1億4,130万3千円 4,420万7千円 －2,466万2千円
21． 市 債 5億1,010万    円 3億2,450万    円 3億3,080万    円 －1億4,520万    円

合 計 100億            円 59億4,250万    円 34億9,500万    円 5億6,250万    円

（歳　出）
内　　訳 今年度 前年度本宮町 前年度白沢村 両町村合計との比較

１． 議 会 費 1億7,398万1千円 1億1,131万7千円 7,714万5千円 －1,448万1千円
２． 総 務 費 14億4,898万4千円 8億2,873万6千円 5億7,007万2千円 5,017万6千円
３． 民 生 費 24億6,686万6千円 14億5,201万2千円 4億7,712万2千円 5億3,773万2千円
４． 衛 生 費 9億4,537万    円 4億5,908万7千円 4億2,941万2千円 5,687万1千円
５． 労 働 費 1,685万1千円 1,478万2千円 42万9千円 164万    円
６． 農 林 水 産 業 費 3億5,812万8千円 1億7,556万4千円 2億  930万5千円 －2,674万1千円
７． 商 工 費 2億2,378万    円 1億6,069万    円 4,714万3千円 1,594万7千円
８． 土 木 費 11億9,587万4千円 9億1,615万7千円 4億4,740万4千円 －1億6,768万7千円
９． 消 防 費 4億7,546万3千円 2億9,853万9千円 1億5,023万3千円 2,669万1千円
10． 教 育 費 11億  509万    円 7億  108万6千円 4億4,212万1千円 －3,811万7千円
11． 災 害 復 旧 費 8千円 8千円 4万9千円 －4万9千円
12． 公 債 費 15億3,100万6千円 7億8,404万5千円 6億3,456万5千円 1億1,239万6千円
13． 諸 支 出 金 1千円 1千円 0 0円
14． 予 備 費 5,859万8千円 4,047万6千円 1,000万    円 812万2千円

合 計 100億             円 59億4,250万    円 34億9,500万    円 5億6,250万    円

特 別 会 計 当 初 予 算 一 覧

内　　訳 今年度 前年度本宮町 前年度白沢村 両町村合計との比較
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31億8,394万5千円 19億9,813万1千円 7億7,600万    円 4億  981万4千円
老 人 保 健 特 別 会 計 28億9,365万5千円 19億1,999万9千円 8億  900万    円 1億6,465万6千円
介 護 保 険 特 別 会 計 14億3,468万8千円 9億8,812万1千円 4億1,300万    円 3,356万7千円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億9,244万7千円 8億7,586万1千円 0 1,658万6千円
工業用地造成事業特別会計 2億3,591万3千円 4億8,685万6千円 1,400万    円 －2億6,494万3千円
農業集落排水事業特別会計 4,806万    円 5,019万7千円 0 －213万7千円
住宅団地造成事業特別会計 122万    円 0 0 122万    円
水 道 事 業 会 計 9億1,940万4千円 6億1,041万    円 4億9,331万9千円 －1億8,432万5千円
合 計 96億  933万2千円 69億2,957万5千円 25億  531万9千円 1億7,443万8千円
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◎
防
犯
行
政
推
進
の
た
め
に

▽
東
北
電
力
㈱
郡
山
営
業
所

　
　
　
（
所
長　

笹
川
稔
郎
さ
ん
）

　

街
路
灯　
　
　
　
　
　
　

20
基

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

世
界
選
手
権
（
８
月
25
日
～
９
月
２
日
、
大
阪
で
開
催
）
女

子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
選
考
を
兼
ね
た
名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
３
月
11
日
に
瑞
穂
陸
上
競
技
場
発
着
の
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
本
宮
字
花
町
出
身
の
橋
本
康
子
選
手
（
セ

ガ
サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
タ
イ
ム
は
、
２
時
間
28
分
49
秒
。
橋
本
選
手
に
と
っ
て

は
、
平
成
15
年
９
月
の
第
30
回
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
続

く
優
勝
で
す
が
、
国
内
大
会
で
は
悲
願
の
初
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
翌
日
に
行
わ
れ
た
陸
上
世
界
選
手
権
女
子
マ

ラ
ソ
ン
代
表
選
考
会
で
は
、
優
勝
し
た
橋
本
選
手
が
日
本
代
表

５
人
の
う
ち
の
１
人
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に
市
内
も
大
き

な
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
世
界
陸
上
は
来
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
選
考
会
も
兼
ね
て
お
り
、
橋
本
選
手
の
今
後
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

レース後、父清介さんから
祝福される橋本選手

「苦労の連続だった…」
　　　世界選手権切符の朗報に家族も感無量

　
「
山
あ
り
谷
あ
り
苦
労
の

連
続
で
し
た
。
よ
う
や
く
苦

労
が
報
わ
れ
国
内
で
の
初
優

勝
が
果
た
せ
ま
し
た
」。
本

宮
字
花
町
の
橋
本
選
手
の
実

家
で
は
、
父
清
介
さ
ん
と
母

ト
ミ
さ
ん
が
優
勝
の
喜
び
を

話
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
両
親
を
は
じ

め
家
族
の
皆
さ
ん
、
交
流
の

あ
る
青
田
走
友
会
の
皆
さ
ん

ら
が
名
古
屋
に
か
け
つ
け
声

援
を
送
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

後
、
清
介
さ
ん
が
橋
本
選
手

と
握
手
し
、「
よ
く
頑
張
っ

た
ね
」
と
ね
ぎ
ら
う
と
橋
本

選
手
は
う
な
ず
い
て
ほ
ほ
笑

ん
で
い
た
と
の
こ
と
。「
本

人
も
感
無
量
だ
っ
た
と
思

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
陸
上
代
表
決
定
の
朗

報
は
翌
12
日
、
森
岡
芳
彦
監

督
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
清
介

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
感
謝
し
、
ト
ミ
さ
ん

は
目
に
涙
を
浮
か
べ
感
無
量
の
様

子
で
し
た
。

　

朗
報
を
受
け
清
介
さ
ん
は
「
世

界
の
舞
台
に
恥
じ
な
い
よ
う
一
層

努
力
し
て
ほ
し
い
。
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
の
で
、
ケ
ガ
に
注

意
し
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

レース中の橋本選手（ナンバーカード13、
右から２番目）

優
勝
を
喜
ぶ
右
か
ら
橋
本
選
手
の
父

清
介
さ
ん
、
母
ト
ミ
さ
ん
、
兄
誠
一
さ
ん

◎
本
宮
小
学
校
図
書
購
入
の
た
め

▽
本
宮
市
消
防
団

　

第
２
分
団
Ｏ
Ｂ
会
有
志
一
同

　
　
　
（
代
表　

木
下
幸
市
さ
ん
）

２
０
、
１
２
０
円

名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

橋
本
康
子 

選
手
（
本
宮
字
花
町
出
身
、
本
宮
一
中
卒
）

世
界
陸
上　

女
子
マ
ラ
ソ
ン（
９
月
２
日
大
阪
）

日
本
代
表
決
定

世
界
陸
上　

女
子
マ
ラ
ソ
ン（
９
月
２
日
大
阪
）

日
本
代
表
決
定
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早稲田大学ラグビー部
　菅野朋幸さん（糠沢字石神）

新日鉄釜石に入社
準優勝した今年の全国大学選手権では２トライの活躍

　

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
で
糠
沢
字
石
神
出
身
の

菅
野
朋
幸
さ
ん
が
、
２
月
22
日
に

本
宮
市
役
所
を
訪
れ
、
こ
れ
ま
で

の
応
援
の
お
礼
と
４
月
か
ら
新
日

鉄
釜
石
へ
入
社
す
る
こ
と
や
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
」
へ
入
団
す

る
こ
と
を
引
地
洲
夫
市
教
育
長
に

報
告
し
ま
し
た
。

ラ
ガ
ー
マ
ン
と
し
て

　
　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
を
誓
う

　

菅
野
さ
ん
は
白
沢
中
学
校
時
代

は
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
活
躍
。
ラ
グ
ビ
ー
は
、
福
島

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
始
め
ま
し

た
。
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問
の
先
生
に

誘
わ
れ
た
の
が
始
め
た
き
っ
か
け

で
し
た
が
、キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、

県
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
東
北
大

会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。
ラ
グ

ビ
ー
に
魅
せ
ら
れ
た
菅
野
さ
ん
は

高
校
３
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
名
門
早

稲
田
大
学
で
ラ
グ
ビ
ー
を
し
た
い

と
考
え
、
一
般
入
試
で
挑
戦
し
、

見
事
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は

部
員
が
約
１
４
０
人
。
全
国
各
地

の
ラ
グ
ビ
ー
名
門
校
出
身
者
が
在

籍
し
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
つ
か
む

の
は
至
難
の
業
で
す
が
、
菅
野
さ

ん
は
３
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座

を
獲
得
。「
手
を
抜
か
な
い
で
自

分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
実
に
こ
な

す
よ
う
に
務
め
た
の
が
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
」
と
話
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
定
着
。
右
ウ

イ
ン
グ
バ
ッ
ク
と
し
て
ス
ピ
ー
ド

を
生
か
し
た
プ
レ
ー
で
ト
ラ
イ
を

重
ね
、
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
岩
手
県
釜
石
市
の
新

日
鉄
釜
石
に
入
社
し
、
ラ
グ
ビ
ー

ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ

Ｃ
」
に
入
団
。
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
へ

の
入
団
も
考
え
た
が
、
釜
石
と
い

う
新
し
い
環
境
の
中
で
自
分
の
可

能
性
に
挑
戦
し
、
仕
事
と
ラ
グ

ビ
ー
が
両
立
で
き
る
よ
う
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
。
そ
し
て
、
チ
ー

ム
が
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
上
が
れ
る

よ
う
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
抱
負
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
継

続
し
て
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
結
果

は
で
る
。
あ
き
ら
め
ず
に
勉
強
も

ス
ポ
ー
ツ
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
１
９
８
４
年
９
月
７
日

生
ま
れ
、
22
歳
。
身
長
１
７
８
㎝
、
体
重

74
㎏
。
白
沢
中
、
福
島
高
を
経
て
、
早
稲

田
大
入
学
。
今
年
３
月
卒
業
。

引地教育長に入団の報告をする菅野選手（中央）と父の真一さん（右）（写真提供：早稲田大学ラグビー蹴球部）

◎
教
育
振
興
の
た
め
に

▽
本
宮
小
学
校
卒
業
大
昭
会
一
同

　
　
　
（
代
表　

佐
藤　

清
さ
ん
）

　
　
　
　
　

１
２
３
、
０
０
０
円

◎
保
育
所
入
所
児
童
の
福
祉
の
向

上
の
た
め

▽
テ
レ
ビ
し
ら
さ
わ
三
浦
孝
さ
ん

（
白
岩
字
高
槻
）

　

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
ビ
デ
オ
ヘ
ッ

ド
ク
リ
ー
ナ
ー
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ

Ｄ
ク
リ
ー
ナ
ー
（
各
１
個
）

◎
公
立
小
・
中
学
校
の
卒
業
式
会

場
装
飾
の
た
め

▽
み
ち
の
く
安
達
農
業
協
同
組
合

　
（
代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　
　

菊
地
正
一
さ
ん
）

　

桜
の
花　
　
　
　
　
　
　

70
本

◎
公
共
施
設
の
環
境
美
化
の
た
め
に

▽
白
沢
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部

　
　
（
部
長　

三
瓶
ヒ
サ
さ
ん
）

　
　

ぞ
う
き
ん　

１
、
１
０
０
枚
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川
名　

優
輝

渡
辺　

雄
斗

原　
　

瑞
貴

吉
田　
　

翼

木
幡　

遥
貴

渡
辺　

裕
貴

橋
本　

伊
吹

高
橋　

廉
弥

吉
田　

陽
海

中
條　
　

遥

佐
藤　

充
成

遠
藤　

匠
眞

渡
邉　

圭
亮

星
野　

瞭
真

遠
藤　

陽
季

氏
家　

和
哉

根
本　

大
登

菅
野　

友
喜

川
名　

流
魁

冨
田　

大
河

大
野　
　

航

石
川　

結
生

佐
藤　

大
暉

根
本　

康
平

良
田　
　

稜

作
田　

来
樹

野
本　

尚
志

大
内　

友
哉

菅
野　

開
斗

野
内　

将
伸

木
本　

翔
太

原
田　

光
平

松
山　

流
風

中
野　

優
輝

川
名　

竜
勢

高
橋　

永
遠

福
島　

広
大

根
本　

健
悠

真
島　

栄
吉

加
藤　

光
佑

内
山　
　

祥

根
本　

陽
奈

今
泉　

咲
樹

鈴
木　

優
香

佐
藤　

芽
生

和
田　

怜
子

若
竹　

夏
希

遠
藤　

彩
未

桑
島
美
寿
々

阿
部　

真
依

吉
田　

香
澄

平　
　

乃
彩

安
齋　

友
惟

根
本　

理
菜

三
浦　

る
か

及
川　

夏
歩

鈴
木　

美
帆

山
口　

真
奈

江
井　

利
奈

菊
地　

瑞
季

中
村　

萌
恵

渡
邉　

茉
波

毛
利　

愛
菜

渡
邉　
　

詩

木
村　

里
奈

菊
地
れ
も
ん

中
村　

伶
菜

梢　
　

悠
花

佐
藤　

青
葉

石
川　

麗
菜

遠
藤　

菜
央

渡
邉　

瑚
心

渡
辺　

沙
和

（
合
計
73
名
）

高
橋
優
生
馬

有
馬　
　

琉

細
貝　

隼
人

黒
澤　
　

健

橋
本　

直
樹

菅
野
伊
緒
里

渡
辺　

隼
人

蒲
生　

颯
太

遠
藤　

真
人

杉
本　

尚
太

佐
藤　
　

光

圓
谷　
　

颯

小
澤　
　

凱

高
橋　
　

諒

佐
藤　

舜
偉

伊
東　

龍
太

菊
地　

唯
人

細
貝　

真
哉

猪
狩　

恒
太

伊
藤　
　

豊

國
分　

翔
太

津
田　

慶
悟

先
崎　
　

亮

加
賀
谷
元
希

吉
澤　
　

凛

佐
藤　

大
夢

國
分　
　

蓮

野
内　

希
望

橋
本　

章
汰

鈴
木　

愛
大

大
坪　

悠
里

佐
藤　

綾
香

澤
田　

芽
依

糠
澤　

南
美

根
本　
　

愛

野
内　

里
彩

長
谷
川
恵
海

石
井　

伶
奈

遠
藤　

晟
奈

添
田
あ
お
い

畠
山　

愛
菜

武
藤　

愛
果

佐
藤　

陽
香

鈴
木　

朋
美

安
齋　

佑
香

根
本　

紗
采

金
山
ゆ
い
な

伊
藤　

美
織

渡
邉　

歩
蘭

菅
野　

朋
美

遠
藤　

由
真

山
田　

朋
佳

寺
西
あ
さ
ひ

安
藤　

夢
華

日
下
部
萌
花

山
本　

紗
乃

渡
邉　

優
紀

安
藤　

優
実

加
藤　

麻
鈴

渡
邊　

花
音

國
分　

里
恵

作
田　

茉
美

星　
　

愛
菜

小
山　

歩
睦

（
合
計
64
名
）

遠
藤　

雅
人

武
田　

信
悟

松
岡　

航
佑

國
分　

悠
雅

高
橋　

乃
矢

上
野　

颯
太

矢
吹　

拓
海

柳
沼　

洋
輝

國
分　

天
翔

伊
藤　

真
人

武
田　

健
生

鈴
木　

敦
也

武
田　
　

悠

渡
辺　
　

渉

渡
邉　

聖
羅

渡
邊　
　

陸

遠
藤　

優
生

渡
邊
樹
希
也

遠
藤　

巧
人

山
田　

遥
貴

矢
崎　

友
哉

佐
藤　

大
夢

倉
澤　

勝
悟

渡
邉　

憲
明

渡
邉　

竜
己

遠
藤　

龍
世

渡
邊　

大
晟

佐
藤　

凌
介

佐
藤　

龍
雅

遠
藤　

侑
輝

橋
本　

卓
巳

鹿
又　
　

賢

高
崎　

龍
弥

保
科
み
ず
ほ

遠
藤　

佳
奈

遠
藤　
　

栞

森
山
恵
美
佳

松
本　

奈
津

続
橋
あ
ゆ
み

渡
邊　

舞
夏

遠
藤　

侑
璃

遠
藤　

愛
夕

松
崎　
　

愛

小
泉　

志
乃

高
橋　

風
夏

橋
本　

怜
奈

中
野
目
弥
生

安
齋　
　

澪

武
藤
ひ
か
る

兼
谷
明
日
香

安
田　

広
海

矢
吹　

大
空

佐
久
間
菜
月

（
合
計
53
名
）

本
宮
小
学
校

本
宮
ま
ゆ
み
小
学
校

五
百
川
小
学
校

　

平
成
19
年
度

　

新
入
学
児
童
の
み
な
さ
ん
で
す

※掲載した新入学児童名は、平成19年３月20日現在における入学予定者です（敬称略）。
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牧
野　
　

翼

佐
々
木
空
良

三
浦　

楓
人

橋
本
竜
太
郎

鈴
木　

優
輔

伊
藤　

翔
太

川
島　

海
大

国
分　

和
由

齋
藤　

幹
太

橋
本　

飛
人

千
葉　

寛
矢

佐
藤　

太
陽

瀧
澤　
　

空

根
本　

洋
平

橋
本　

智
浩

神
田　

玲
志

齋
藤　

佑
真

山
田　

和
希

大
野　

僚
也

渡
邉　

陸
斗

佐
藤　

飛
磨

渡
邉　

智
輝

佐
藤　

綾
菜

松
本　

紗
良

坂
元　

寛
菜

三
浦　

麻
未

田
口　

朋
佳

桑
原　

那
波

太
田　

樹
梨

柳
沼
日
菜
里

國
分
奈
々
江

安
部　

夢
乃

鈴
木　

愛
菜

加
藤
み
ら
い

濱　

美
留
香

松
本　

優
介

（
合
計
36
名
）

山
田　

祐
輔

國
分　

天
翔

二
瓶　

竜
也

武
居　

龍
生

藤
本　

玄
太

三
瓶　

拓
巳

阿
部　

寿
紀

笹
岡　

拓
斗

新
保　

好
樹

佐
藤　

大
樹

渡
邊　

拓
磨

渡
邉　

龍
二

巴　
　

祐
翔

大
内　

優
輔

添
田　

和
希

熊
田　

翔
輝

佐
藤　

正
文

三
瓶　
　

光

國
分　

泰
我

岡
田　

衿
香

佐
藤
有
優
美

加
藤　

あ
み

佐
藤　

伶
菜

白
川
万
紀
子

秋
山　

優
夏

渡
邊　

紫
乃

加
山
明
日
菜

佐
藤
か
お
り

三
瓶
沙
也
加

松
井　

彩
音

北
山　

実
果

根
本　

知
佳

佐
藤　

奏
蘭

西
山　

佳
奈

須
藤　

真
帆

佐
藤　

鈴
音

三
瓶
恵
美
子

根
本　

爽
香

遠
藤　
　

光

遠
藤　
　

希

橋
本　

瑠
那

齋
藤　

花
笑

小
山　

郁
佳

（
合
計
43
名
）

渡
邉　

龍
輝

渡
邉　

光
稀

辻
本　

海
智

中
野　

日
陽

安
達　

龍
星

石
橋　
　

峻

吉
田　

達
哉

吉
田　
　

優

渡
邊　

功
汰

佐
藤　

朱
里

森　

こ
ま
ち

石
川　

晴
菜

渡
辺　

奏
水

半
澤　

桃
香

菅
野　

美
南

石
橋　

優
衣

（
合
計
16
名
）

松
澤　

健
斗

松
澤　

康
太

三
瓶　

竣
太

渡
邊　

竜
弥

林　
　

友
哉

佐
藤　

郁
也

伊
藤　

琢
斗

三
瓶　

大
翔

鈴
木　

広
幸

菊
地　
　

愁

渡
辺
健
太
郎

渡
邊　

龍
音

國
分　

柊
二

石
橋　

治
也

伊
藤　

友
羽

橋
本　

温
也

渡
邊　

美
咲

近
藤　

愛
美

佐
久
間
希
星

海
老
根
ま
ゆ

根
本　
　

想

三
瓶　

夏
希

菅
野
奈
都
美

渡
邊　

玲
菜

藤
井　

真
琴

梶
川　

芽
生

渡
邊　

怜
奈

渡
邊
美
紗
希

國
分　

望
未

渡
邊
ほ
の
か

橋
本　

美
菜

渡
邊
亜
衣
子

金
澤
里
佳
子

橋
本　

春
香

渡
邊　

優
香

（
合
計
35
名
）

白
岩
小
学
校

和
田
小
学
校

糠
沢
小
学
校

岩
根
小
学
校

善意
ありがとうございます
　本宮ロータリークラブ（会長：
三瓶正喜さん）では、今春小学校
入学を迎えた児童の皆さんに、交
通安全ランドセルカバーを贈りま
した。さらに、図書購入のために
と、各小学校へ１万円を寄付しま
した。
　３月６日に、三瓶会長と社会奉
仕委員長の渡辺孝男さんが教育委
員会を訪れ、引地洲夫教育長に手
渡しました。
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希望を胸に！卒業おめでとう

今日は楽しい「ひなまつり」
　３月３日のひなまつりの日、中央公民館のこども図書室で「ひなまつり会」
が行われました。本宮図書ボランティア（代表：遠藤順子さん）とあじさ
い読書会（代表：徳繁トキ子さん）の共催で行われ、集まった多くの子ど
もたちがひなまつりにちなんだ歌や絵本、ひな人形の折り紙づくりを楽し
みました。図書室にはあじさい読書会で準備したひな人形も飾られ、子ど
もたちには白酒やひなあられがふるまわれました。

　市内各中学校では、３月13日に卒業式が行われました。
　本宮第一中学校は174人、本宮第二中学校は74人、白沢中学校は119人

の卒業生が、思い出の詰まった学舎をあとにしま
した。これからは、希望を胸にそれぞれの新しい
進路に向かって大きくはばたいてください。卒業
おめでとうございました。

　「カメラ散歩」では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲
載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

秘書広報課広報広聴係☎33－1111（内線223）

カメラ散歩
～まちのホットな話題～～まちのホットな話題～

皆さんのために踊りを披露！
　創作新舞踊の辻本流紀扇会（会長：辻本紀扇さん）の皆さんが、本
宮老人デイサービスセンターを利用されている方のためにボランティ
アで舞踊を披露しました。辻本流紀扇会では、昭和53年から毎年ボラ
ンティアで老人ホームなどを訪問し踊りを披露しています。同セン
ターを訪れたのは今回が初めてですが、３月までの間に５回にわたり
踊りを披露しました。辻本さんは「お年寄りの皆さんの楽しい表情を
見ると、感動が伝わってきます。これからも継続して披露していきた
い」と話していました。

白沢中学校

本宮第一中学校

本宮第二中学校
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M    O    T    O    M    I    Y    A

無病息災、家内安全を祈る
　高松山観音寺の初寅大祭は、２月25日に同境内で執り行われま
した。梵天清め式に始まり、採灯護摩、護摩祈とうののち、御詠
歌舞踊や高松山権現（ごんげん）太鼓、子どもみこしなどが奉納
されました。また、下帯姿の男衆による裸みこしから梵天が投げ
られると祭りは最高潮に達し、訪れた人たちは１年間の無病息災
や家内安全を祈っていました。

エ
コ
バ
ッ
ク
の

　
　
　

完
成
で
す
！

　

白
沢
公
民
館
の
生
涯
学
習
講
座
「
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
作
り
」
は
、
２
月
20
日

か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
３
回
の
講
座
に
20

人
が
参
加
し
、
紙
製
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

（
梱
包
用
）
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ッ
ク
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

手
紙
作
文
で
最
高
賞
！

　

日
本
郵
政
公
社
主
催
の
第
39
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
手
紙
作
文

部
門
で
本
宮
ま
ゆ
み
小
６
年
生
の
伊
豆
法
子
さ
ん
（
舘
町
）
が
、
最

高
賞
の
日
本
郵
政
公
社
総
裁
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
表
彰
状
の
伝
達
式

は
２
月
22
日
に
同
小
学
校
で
行
わ
れ
、
碓
井
勝
男
本
宮
郵
便
局
長
か

ら
表
彰
状
や
盾
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
「
ま
ど
み
ち
お
様
へ
」
と
題
し
、
童
謡
作
家
あ
て
の
手
紙

に
自
分
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
同
部
門
で
は
遠
藤
拓
実
さ
ん（
本
小
１
年
）が
入
選
、
絵

手
紙
部
門
で
は
小
椋
万
葉
さ
ん
（
岩
根
小
１
年
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

▲
表
彰
を
受
け
た
伊
豆
さ
ん
（
中
央
）。
右
は
碓
井
本
宮
郵
便
局
長
、

　

左
は
斎
藤
セ
ツ
子
本
宮
ま
ゆ
み
小
校
長

「
本
場
の
キ
ム
チ
と
餃
子
は

　
　

い
か
が
で
す
か
～
！
」

　

本
宮
の
日
本
語
教
室
は
３
月
４
日
、「
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
地

球
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
の
レ
ス
ト
ラ

ン
街
に
出
店
し
ま
し
た
。
本
場
韓
国
の
「
キ
ム
チ
」

と
中
国
四
千
年
の
味
「
餃
子
」
を
販
売
し
、
好
評
の

う
ち
に
完
売
と
な
り
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
本
語
教
室
の
皆
さ
ん
は
毎
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
、
教
室
生
の
中
心
で
あ
る
韓
国
・
中
国
の

料
理
を
メ
イ
ン
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
地
域
で
暮
ら
す
、
地

球
に
生
き
る　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
世
界
中
の
多
様
な
文
化
の
理
解
と
、

共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ひ
ろ
く
啓
発
す
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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◆ごみに対する意識が変わります。
　燃えるごみの中には、資源となるごみが約20％含ま
れていると言われています。
　今までごみのステーションに出していた資源物等を、集
団で回収することによって、一人ひとりの分別に対する
意識が変わり、燃えるごみの減量化につながります。

◆報償金を支払います。
　資源回収を実施している団体には１㎏当たり６円の報
償金を交付しています。この報償金は団体の運営費とし
て有効利用することができます。

◆ごみ処理の経費（安達地方広域行政組合負担金）が削
減されます。
　ごみの処理経費は年々増える傾向にあり、市ではごみ
処理量等に応じて負担金を支払っています。
　平成17年度の資源物の処理経費は１㎏当たり約28円
でした。現在、資源回収団体に１㎏当たり６円、資源回
収業者に１㎏当たり1.5円を支払っていますが、１㎏当
たり20.5円の経費の削減につながっています。

◆地球環境を守ります。
　資源としてリサイクルすることは、地球環境を守るこ
とにもつながります。古紙１ｔをリサイクルすると立木
（直径14㎝×高さ８ｍ）20本の伐採を節約することが
できます。
　また、古紙を利用して紙をつくると、パルプの製造工
程が不要になるため、木材から紙を作るよりも70～75
％のエネルギーが節約できます。地球温暖化防止につな
がります。

①町内会や各種団体で、資源物の回収を定期的に実施し
て、集めた資源物の回収運搬を、直接資源回収業者に
依頼し、資源物売却代金を受け取ります。
　（資源回収業者と事前に打ち合わせが必要です。）
②資源回収推進報償金交付申請書に回収量の分かる書類
を添えて、生活福祉部生活安全課環境保全係または、白沢
総合支所住民生活課生活環境係に提出します。
③団体名義の預金口座（郵便局は除く）に、報償金の交
付決定金額が振り込まれます。

平成18年度資源回収登録団体
町内会（17団体）、PTA・保護者会（12団体）
母親クラブ・愛護会（７団体）、婦人会等（10団体）

古紙類：新聞紙、雑誌広告、ダンボール、牛乳パック
ビン類：酒ビン、ビールビン等
金属類：アルミ缶、スチール缶等
布　類

１㎏当たり、６円を交付します。

　資源回収団体の登録が必要です。
　詳しくは、生活福祉部生活安全課環境保全係（☎33－
1111・内線114）または、白沢総合支所住民生活課生活環
境係（☎44－2111・内線522）へお問い合わせください。

資源回収団体を募集しています資源回収団体を募集しています
回収団体には、報償金を交付します

資源回収団体を募集しています
回収団体には、報償金を交付します

　本宮市では、さらなるごみの減量化を図るため、家庭から出された再生利用可能なごみを、再資源
として有効利用しリサイクルを進めるため、集団資源回収を実施している団体に報償金を交付してい
ます。
　現在、46団体の登録があり、ごみの減量化に協力していただいています。皆さんの地域で、または
グループで参加してみませんか。

集団資源回収を推進することで、
　　どんな効果があるのでしょう？

資源回収ってどんなことをするの？

資源回収をしている団体は？

資源回収対象品目は？

資源回収の報償金の額は？

申し込みの方法は？
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　わたしは、ときどき子どもをつれて散歩に
出かけます。あるとき、ベンチに腰掛けてタ
バコを吸っている人を見かけました。よく見

ると、あき缶を灰皿の代わりに使用していました。あき
缶の中にタバコの吸い殻などが入っている場合は、資源
ごみとして、ごみステーションに出せるのか疑問になり
ました。処理の仕方を教えてください。

問

ごみ分別ごみ分別ごみ分別ごみ分別 ＆Q A

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　

本
宮
市
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
制
度

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
大
切
な
自
然
環
境
を
守
り
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
水
洗
ト
イ
レ
か
ら
の

汚
水
（
し
尿
）
と
、
台
所
・
風
呂
場
等
か
ら
の
排
水
（
生
活
雑
排
水
）
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
を
取
り
戻

す
た
め
に
重
要
な
も
の
で
す
。
浄
化
槽
は
水
中
の
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
し
て
い
ま
す
。

　

微
生
物
が
十
分
な
働
き
を
す
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
適
正
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
適
正
な
維
持
管
理
を
促
進
し
、
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
４
月
よ
り
浄
化
槽
を
維
持

管
理
し
て
い
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

■
浄
化
槽
と
は
？

　

浄
化
槽
法
第
２
条
第
１
号
に
規

定
す
る
浄
化
槽
で
あ
り
、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
（
以
下
「
Ｂ
Ｏ

Ｄ
」
と
い
う
。）
除
去
率
90
％
以

上
、
放
流
水
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

Ｂ
Ｏ
Ｄ
濃
度
20
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

の
機
能
を
有
す
る
合
併
処
理
浄
化

槽
で
す
。

■
維
持
管
理
と
は
？

　

浄
化
槽
の
故
障
や
清
掃
の
時
期

を
調
べ
る
保
守
点
検
、
溜
ま
っ
た

汚
泥
を
汲
み
取
る
清
掃
、
毎
年
１

回
行
う
法
定
検
査
の
３
つ
を
合
わ

せ
て
維
持
管
理
と
い
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

①
下
水
道
等
（
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
）
の
区

域
以
外
で
専
用
住
宅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
10
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽
を
維
持
管
理
し
て

い
る
方

②
浄
化
槽
の
設
置
届
の
審
査
ま
た

は
建
築
確
認
を
受
け
て
設
置

し
、
法
定
検
査
（
７
条
検
査
）

を
受
け
た
浄
化
槽
の
管
理
（
使

用
）
者

③
福
島
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
委
託
し

て
い
る
方

④
水
質
に
関
す
る
法
定
検
査
（
11

条
検
査
）
を
受
け
て
い
る
方

⑤
市
税
お
よ
び
水
道
料
金
等
に
滞

納
が
な
い
方

○
補
助
金
額

　

毎
年
度
１
回

　
　

７
，
０
０
０
円

　

浄
化
槽
の
大
き
さ
は
、

（　

５
～
10
人
槽
ま
で 　

）

○
補
助
金
申
請
の
時
期

　

浄
化
槽
の
清
掃
実
施
後
３
か
月

以
内

○
必
要
な
書
類

１
．
申
請
書（
上
下
水
道
課
に
有
り
）

　

①
申
請
人
と
口
座
名
義
人
は
、

維
持
管
理
契
約
人
の
方
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

②
電
話
番
号
は
、
日
中
連
絡
の

取
れ
る
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

２
．
浄
化
槽
の
保
守
点
検
契
約
書

の
写
し
・
清
掃
契
約
書
の
写
し

３
．
法
定
検
査
の
受
検
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し

４
．
清
掃
を
実
施
し
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類

５
．
維
持
管
理
（
保
守
点
検
お
よ

び
清
掃
）
に
要
し
た
費
用
の
領

収
書
の
写
し

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

企
業
局　

上
下
水
道
課

　
　
　
　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
３―

１
１
３
２

　あき缶の中にたばこの吸い殻などが入って
いる場合は、資源ごみにはなりません。吸い
殻などのごみを取り除いて、軽く水洗いして

資源ごみとしてステーションに出していただくことにな
ります。大変手間がかかりますので、あきカンの中には、
たばこの吸い殻などのごみは絶対に入れないようお願い
します。

生活福祉部　　生活安全課　環境保全係
　　　　　　　　　33－1111（内線114）
白沢総合支所　住民生活課　生活環境係
　　　　　　　　　44－2111（内線522）

答
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豊
か
な
自
然
と
温
か
い
地
域

の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
た
岩
根
幼

稚
園
。
み
ず
き
が
丘
団
地
へ
の

転
入
も
増
え
現
在
４
歳
児
26

名
、
５
歳
児
31
名
の
計
57
名
で

19
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

岩
根
地
区
に
は
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
岩
根
の
子
ど

も
を
考
え
る
会
」
が
あ
り
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
じ
ゃ
が
芋
や
サ
ツ
マ
イ

モ
を
植
え
食
育
に
力
を
入
れ
た

り
、
竹
の
子
の
観
察
、
敬
老
会

参
加
、
落
ち
葉
プ
ー
ル
、
だ
ん

ご
さ
し
な
ど
、
自
然
や
行
事
を

通
し
て
の
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

園
庭
だ
け
で
は
な
く
小
学
校
の

校
庭
に
あ
る
遊
具
で
も
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
、
小
学
生
の
お
兄
さ

保育所・幼稚園紹介

岩根幼稚園
園児数：57人

住所：本宮市岩根字下年神 92－１
電話：39－2109

こどものひろばこどものひろばこどものひろば

本宮市の皆さん
を

紹介するペー
ジ本宮市の皆さん
を

紹介するペー
ジ

昭和46年７月２日生まれ
　現在、㈳もとみや青年会議所副理事長、
白沢村商工会青年部長、本宮市消防団白沢
地区隊第３分団副機関長を務める。子どもが
大好きだと語る渡辺さんは、２児の女の子の
パパでもある。
　今年、白沢村商工会青年部では、子ども
たちに１日楽しく遊んでもらえるような、子ど
も向けのイベントを計画中。また、団体の役
職を退任したら地域の子どもたちと剣道をし
たいと温かな口調で語る、ワタナベ洋服店の
３代目。

（写真は、長女の愛理沙ちゃんと）　

一
人
暮
ら
し
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。初
め
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

暮
ら
し
て
み
て
だ
ん
だ
ん
感
じ
て

き
ま
し
た
。
ま
ず
、
都
会
に
は
季

節
感
が
な
い
事
で
し
た
。
平
ら
で

生
活
に
何
不
自
由
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
山
が
一
つ
も
見
え
ま
せ

ん
。
や
は
り
、
自
然
の
中
で
生
き

て
き
た
田
舎
者
の
私
に
は
、
山
は

重
要
だ
な
…
と
思
い
ま
し
た
。
今

は
本
宮
高
校
か
ら
下
る
坂
で
見
え

る
安
達
太
良
山
の
景
色
を
見
る
の

が
小
さ
な
楽
し
み
で
す
。
次
に
、

人
と
の
交
流
が
会
社
以
外
ま
っ
た

く
な
い
寂
し
さ
で
し
た
。
町
を
歩

い
て
も
誰
か
ら
も
話
し
掛
け
ら
れ

ず
、
話
し
掛
け
て
く
る
の
は
何
か

の
勧
誘
ば
か
り
。
ふ
と
立
ち
止

ま
っ
て
み
る
と
言
い
知
れ
ぬ
孤
独

感
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
や
親

戚
、
友
人
、
知
人
、
先
輩
、
後
輩
、

地
元
の
人
々
の
有
難
さ
を
知
り
ま

し
た
。

　

身
近
に
あ
る
と
気
が
つ
き
ま
せ

ん
が
、
離
れ
て
み
る
と
よ
く
分
か

る
事
が
色
々
あ
り
ま
す
。
仕
事
や

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
活
動
を
通
じ

て
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
温
か
さ

と
心
の
ふ
れ
あ
い
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
市
の
魅
力
は
「
素
晴
ら
し

い
自
然
と
心
温
か
い
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
魅
力
あ
る
本
宮
市
で

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
永
崎
文
敏
さ
ん
（
本

宮
字
南
山
神
）
の
予
定
で
す
。

渡 辺 俊 之 さん
TOSHIYUKI WATANABE

（白岩字馬場） 「本宮市の魅力」
　

若
い
頃
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
地
域
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な

く
、
正
直
恥
ず
か
し
い
と
さ
え

思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
都
会
に

憧
れ
る
一
人
で
し
た
。
高
校
を
卒

業
し
た
ら
都
会
で
暮
ら
し
て
み
た

い
。
一
人
暮
ら
し
が
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

就
職
し
て
、
あ
る
地
方
都
市

（
私
に
す
れ
ば
大
都
会
）
に
転
勤

に
な
り
、
念
願
だ
っ
た
都
会
で
の

私の随想録私の随想録 ２２

▶
岩
根
小
の
図
書
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

　

紙
芝
居
を
真
剣
に
聞
く
園
児
た
ち
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ん
た
ち
と
も
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
月
二
回
の
小
学
生
に

よ
る
紙
芝
居
の
時
間
も
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
の
中
で
た
く
さ
ん
の
友
達
や
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、

『
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
、
豊
か

な
心
』
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

か
わ
い
い
ウ
サ
ギ
の
あ
き
ち
ゃ

ん
（
４
歳
）
と
ひ
ら
ひ
ら
金
魚
、

そ
し
て
元
気
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

の
に
ぎ
や
か
幼
稚
園
で
す
！

友だちも増え、元気に遊ぶ子どもたち

秘エフエ ム モ　ッ　ト コム

情報

パーソナリティ紹介
◆ラジオネーム
　　　　　 ：マダム東条さん
◆本　　名：東条時子 さん
◆出　　身：福島市森合
◆趣　　味：ドライブ
◆担当番組：「今夜も  んだNight」（木）、
「演歌を聴きながら」（金）
◆リスナーに一言：顔が見えない
スタジオでマイクに向かってい

ますので、どうすれば楽しんでいただけるか試行錯誤し
ています。ぜひ、皆さんの声をお聞かせください。
※番組紹介：「演歌を聴きながら」
　毎週金曜日午後１時30分からの演歌に関するトーク番組。
「男前３人衆」の皆さんとの絶妙なトークが人気沸騰中。シ
ナリオのない番組？ですが、回数を重ねるごとに会話もは
ずみ、楽しくお届けしています。

あの声は、私です…

其の二

白沢のとろろ
～白沢長芋生産組合～

もとみや 特 産品に
賭ける人たち

もとみや 特 産品に
賭ける人たち

もとみや 特 産品に
賭ける人たち

美
容
と
健
康
、
滋
養
強
壮
に
！

　

白
沢
の
特
産
品
と
い
え
ば
「
と

ろ
ろ
芋
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

す
っ
か
り
白
沢
の
特
産
品
の
顔
と

な
っ
た
と
ろ
ろ
芋
。
昭
和
52
年
に

12
戸
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
栽
培
を

始
め
、
昭
和
58
年
に
は
、
白
沢
長

芋
生
産
組
合
と
し
て
組
織
を
拡
大

し
、
白
沢
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指

し
て
、
て
い
ね
い
に
質
の
良
い
長

芋
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

白
沢
産
の
と
ろ
ろ
芋
は
、
甘
味

が
あ
り
ね
ば
り
気
が
強
い
こ
と
で

評
判
で
す
。
現
在
で
は
、
贈
答
用

と
し
て
全
国
へ
発
送
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
加
工
品
の
開
発
も
進

め
、
焼
酎
、
ラ
ー
メ
ン
、
あ
め
な

ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
格
長
芋
焼
酎
さ
わ
う
ら
ら
」

は
、
と
ろ
ろ
芋
の
成
分
が
70
％
を

し
め
、
自
然
な
甘
味
と
ま
ろ
や
か

な
口
あ
た
り
が
特
長
で
す
。「
し

ら
さ
わ
と
ろ
ろ
ら
ー
め
ん
」
は
、

と
ろ
ろ
芋
を
皮
ご
と
粉
末
に
し
た

も
の
で
、
め
ん
に
皮
の
つ
ぶ
つ
ぶ

を
残
し
た
ラ
ー
メ
ン
。
第
１
回
ふ

く
し
ま
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。「
と
ろ
ろ
飴
」
は
、
昔
懐
か

し
い
素
朴
な
味
わ
い
が
あ
り
ま

す
。

▶
本
格
長
芋
焼
酎
さ
わ
う
ら
ら
。

　

ま
ろ
や
か
な
口
あ
た
り
が
好
評
で
す

ふくしま特産品コンクールで奨励賞を受賞
したとろろらーめん

　

荒
川
睦
男
組
合
長
は
、「
美
容

と
健
康
に
よ
い
と
ろ
ろ
芋
は
、
整

腸
作
用
も
よ
く
滋
養
強
壮
に
優
れ

た
食
品
で
す
。
白
沢
に
美
人
が
多

い
の
も
と
ろ
ろ
芋
の
お
か
げ
で
す

ね
」
と
語
り
ま
す
。
今
後
は
、
さ

ら
に
販
売
促
進
を
強
化
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
若
い
人
向
け
の
料
理

方
法
な
ど
を
提
案
し
た
い
と
抱
負

を
語
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
。
こ
の

熱
意
と
情
熱
、
ね
ば
り
と
が
ん
ば

り
が
甘
味
が
あ
っ
て
質
の
良
い
と

ろ
ろ
芋
を
作
り
出
す
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

私たちが
ご提供してます
白沢長芋生産組合の皆さん
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　生涯学習センターは、市民の皆さんの「学び」・「スポーツ」・「芸
術文化」を応援します。
　管理している施設は多岐にわたりますが、今回は文化施設の
「歴史民俗資料館」と「白沢ふれあい文化ホール」をご案内します。
両施設は、市内の昔のくらしと様々な文化遺産を未来へ引き継ぐ
中心施設です。

白沢ふれあい文化ホールのご案内
　このホールは、人と人、
人と文化のふれあいの場
として、平成元年11月11
日に開館しました。文化
施設にふさわしい恵まれ
た環境の中でゆったりと
展示品をご覧いただけま
す。養蚕今昔展を常設展示しているほか、年間約10回ほ
ど企画展を開催しています。
［所在地・電話番号］
　本宮市白岩字堤崎494－44　電話44－3185
［施設の内容］
　展示ホール（第１～第４）
［開館時間］
　午前９時～午後４時30分
［休　館　日］
　年末年始　（12月28日～１月４日）
　企画展展示替え期間中
［観　覧　料］
　一般・大学生　200円　小・中・高校生　100円
　（展示内容等によって無料になる場合があります）
［問い合わせ先］
　白沢ふれあい文化ホール　電話44－3185
　（不在時は白沢公民館　電話44－2350）

歴史民俗資料館のご案内
　現在の歴史民俗資料館
は、大正13年建造された
鉄筋コンクリート造り一
部レンガ仕上げの建物で、
市内の非木造建物として
は、最も古いものです。
　この資料館には、天王
壇古墳を始めとする市内各所から出土した考古資料や昔
使っていた民具、絵図や古い写真を展示しています。
［所在地・電話番号］
　本宮市本宮字南町裡130　電話33－2546
［施設の内容］
　一階展示室、二階展示室
［開館時間］
　午前９時～午後４時30分
［休　館　日］
　毎週土曜・日曜、国民の祝日、
　年末年始（12月28日～１月４日）
［観　覧　料］
　無　料
［問い合わせ先］
　歴史民俗資料館　電話33－2546
　（不在時は中央公民館　電話33－2611）

生涯学習センター（中央公民館内）
本宮市本宮字矢来 39－１　☎33－2611

ひろばひろば
の

学　
び

学　
び
文　
化
スポ
ーツ

スポ
ーツ

講　座　案　内
短期集中！パソコン講座（市在住、在勤者対象）

①「初心者講座（火曜コース）」
　５月８日（火）～５月29日（火）
　毎週火曜日（全４回）先着10名
　午後７時～９時（中央公民館）
　受講料　500円（テキスト代別）
②「エクセル講座」
　６月５日（火）～６月26日（火）
　毎週火曜日（全４回）先着10名
　午後７時～９時（中央公民館）
　受講料　500円（テキスト代別）
　※「初心者講座」同時受講の方、

または同レベル（文字入力でき
る）以上の方が対象となります。

③「初心者講座（水曜コース）」
　５月９日（水）～５月30日（水）
　毎週水曜日（全４回）先着10名
　午後７時～９時（中央公民館）
　受講料　500円（テキスト代別）
④「ワード講座」
　６月６日（水）～６月30日（水）
　毎週水曜日（全４回）先着10名
　午後７時～９時（中央公民館）
　受講料　500円（テキスト代別）
　※「初心者講座」同時受講の方、

または同レベル（文字入力でき
る）以上の方が対象となります。

より良い関係を築く
犬のしつけ方講座

（全７回）
第１回目　５月16日（水）
　午後１時30分～３時30分
第２回目　５月23日（水）
　午前10時～11時30分

（午後１時30分～３時30分）
第３～７回目
　６～10月の毎月第２水曜日
　午後７時～８時30分
会　場　中央公民館
受講料　1,000円
先着25名

お申し込みは、生涯学習センター（33－2611）へ



1�

広報もとみや　平成19年4月

①お申し込み（健康・体力・生活習慣のチェック）
※「健康診断結果表」または「療養計画書」の提出をお願いします。

②運動プログラムの作成

③運動の実践・生活習慣改善〈健康づくり事業対象講座〉
　フリータイム（トレーニング・プール）の利用

④結果の確認（６ヶ月後）

健康面を保健師が、運動面を運動指導士がサポートしながら
生活習慣の改善に取り組んでいきます。

内臓脂肪を減らしましょう 健康づくり事業～ペアーレから始まる健康づくり物語～

健康づくり講座

フリーのご利用案内

年に一度は生活習慣病予防健診を受けましょう
●水泳
　（はじめて・ビギナー・初級・中級・上級）
●楽楽遊泳
●トレーニング入門
●シェイプアップスクール
●登山教室　●ボウリング
●ソシアルダンス
●高齢者トレーニング教室
●マタニティアクア
●小学生の空手道教室

●リカバリービクス
●シニア健康へのスタート３Ｂ
●太極拳　●ピラティス
●健康ストレッチヨーガ
●健康ヨーガ　●パワーヨーガ
●自彊術（じきょうじゅつ）
●花架拳＆練功十八法
●気功教室　●親子３Ｂ体操
●ハワイアンダンス
※詳細はホームページをご覧になるかお電話でお問い合わせください。

温水プール………………… 610円
トレーニングジム ………… 510円
チケット制講座 …………… 710円
（エアロビクス）
月々5,000円でプールもジムもエアロビも自
由にご利用になれる１ヶ月券もございます。

厚生労働大臣認定
健康増進施設

〒963－8025 郡山市桑野２丁目13－７
TEL 024（925）1600　FAX 024（925）4040
ホームページ　http://www.peare.or.jp/

しらさわ夢図書館のお知らせ
電話　44－2112

●子どもの本の日特別おはなし会
 （乳幼児・小学生とその保護者を対象）
　と　　き：４月29日（日）
　　　　　　午後２時00分～３時00分
　と こ ろ：しらさわ夢図書館前　広場
　　　　　　（雨天の場合は図書館内）
　ないよう：絵本の読み聞かせ、大型紙芝居などのおは

なし、親子で一緒に、手あそびやネイチャー
ゲームをします。

●館内特別整理のための休館日のおしらせ
　下記の期間中は、館内特別整理のため図書館は休館に
なります。なお、休館中の資料の返却は白沢公民館窓口
で受付をします。
《特別整理期間》
　平成19年４月９日（月）～４月16日（月）

中央公民館図書室のお知らせ
電話　33－2611

●４月のおはなし会
　と　　き：４月８日（日）
　　　　　　午前10時30分～11時30分
　と こ ろ：中央公民館　こどもとしょしつ
　ないよう：絵本の読み聞かせ、エプロンシアター、
　　　　　　手話で歌おう、工作

●５月のおはなし会
　と　　き：５月13日（日）
　　　　　　午前10時30分～11時30分
　と こ ろ：中央公民館　こどもとしょしつ
　ないよう：絵本の読み聞かせ、エプロンシアター、
　　　　　　手話で歌おう、工作

〜どなたでも参加できます〜

新
し
く
入
っ
た
本

絵本・児童書
・いま生きているという冒険（石川　直樹）
・みんなが元気になるはじめての食育１～６（服部　幸應）
・地球はふしぎなベイビー農園（きのひなた）
・都会（まち）のトム＆ソーヤ　４（はやみねかおる）
・お米ブック（全国農業協同組合）
・たべるのだいすき！（吉田　隆子）
・サイエンスコナン食べ物の不思議（青山　剛昌）
・デモナータ　４幕（ダレン・シャン）
一般書・実用書
・台所用品の不安とつきあう法（増尾　　清）
・むだなく使いきる材料別毎日のおそうざい（日本放送出版協会）
・人は「話し方」で９割変わる（福田　　健）
・風の谷のあの人と結婚する方法（須藤元気）
・心がぽかぽかするニュース（日本新聞協会）
・ありふれた風景画（あさのあつこ）
・アメーバ経営（稲盛　和夫）
・リスクのモノサシ（中谷内一也）
・終わりのない旅　星野道夫インタヴュー（星野　道夫）
・縦並び社会（毎日新聞社会部）
・君が世界を見捨てても世界が君を見捨てない（瀬戸しおり）

絵本・児童書
・またぶたのたね（佐々木マキ）
・どうぶつえんのおいしゃさん（降矢　洋子）
・ぼくのわたしのこんちゅうえん（小林　俊樹）
・ぼくのわたしのすいぞくかん（小宮　輝之）
・にじ（さくらい　じゅんじ）
・たねがとぶ（甲斐　信枝）
・若おかみは小学生！PART７～PART９
　　　　　　　　　　　　　　　（令状ヒロ子）
・ぼくと未来屋の夏（はやみねかおる）
一般書・実用書
・ヘルシーできれい（上田　麗子）
・敗因と（金子　達仁）
・誤判を生まない裁判員制度への類課（伊藤　和子）
・復活の法（大川　隆法）
・佐賀のがばいばあちゃん（島田　洋七）
・秘剣流亡（佐伯　泰英）
・たぶん最後の御挨拶（東野　圭吾）
・月下の恋人（浅田　次郎）
・ナイチンゲールの沈黙（海堂　　尊）
・おんぶにだっこ（さくら　ももこ）

中央公民館図書室しらさわ夢図書室
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年
金

だ
よ
り

N
EN
K
IN
D
A
Y
O
R
I

　

春
は
異
動
の
多
い
時
期
で
す

　
　

就
職
・
退
職
等
の
際
は

　
　
　

国
民
年
金
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、
就
職
や
退
職
、
転
職
な
ど

異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
就
職
や
退
職
、
転
職
な
ど
の
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
市
役
所
へ
の
国
民
年
金
の
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

届
け
出
を
し
な
い
で
い
る
と
、
未
加
入
期
間
が
で
き
て
し

ま
い
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
も
ら
え
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
少
し
の
期
間
で
あ
っ
て

も
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　４月から
　　70歳未満の方の
　　　高額療養費が変わります

　今まで70歳未満の被保険者は、医療機関で１カ月
に支払った額が自己負担限度額を超えた場合、後で
高額療養費の申請をすることによって超えた分の支
給を受けていました。
　４月から、国民健康保険加入者は入院時に市役所
で手続きをとることにより、医療機関の窓口での支
払いが自己負担限度額までで済むようになります。

（社会保険加入者の手続き先は、職場か社会保険事務
所になります。）

 入院時に必要な手続き
　自己負担限度額は、所得区分によって異なります。
あらかじめ市民課国保年金係に申請し「限度額適用
認定証」の交付を受けてください。
【手続きに必要なもの】
・国民健康保険被保険者証
・認め印
※「限度額適用認定証」は、特別な事情がある場合

を除いて、国民健康保険税に滞納があると発行で
きませんので、ご注意ください。

 従来通り高額療養費支給申請が必要な場合
○外来のとき
　医療機関等の窓口で同じ月に医療費を支払った額
が、自己負担限度額を超えた場合。
○世帯内で合算するとき
　同じ月に　①入院と通院があった
　　　　　　②違う病院にかかった
　　　　　　③同じ世帯の国保の被保険者である家

族も医療機関にかかった
　自己負担限度額分の支払いをした他に、①～③に
該当した場合で、それぞれ２万１千円を超えていれ
ば、申請によりその超えた分が支給されます。
【手続きに必要なもの】
・領収書
・国民健康保険被保険者証
・通帳等口座番号の分かるもの（基本的には世帯主

のもの）
・認め印
◆問い合わせ先
　右記「年金だより」の問い合わせ先と同じです。

国保だより

KOKUHODAYORI

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
入
の
種
類

は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
第
１

号
、
第
２
号
、
そ
し
て
第
３
号
被

保
険
者
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
第
１
号
被
保
険
者

　

農
林
漁
業
・
自
営
業
・
フ
リ
ー

タ
ー
・
無
職
の
方
や
学
生
な
ど

◎
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
、
公
務
員
な
ど
職
場
の

年
金
（
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
）
に
加
入
し
て
い
る
方

◎
第
３
号
被
保
険
者

　

会
社
員
の
妻
な
ど
、
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
）

【
届
け
出
の
際
に
必
要
な
も
の
】

①
就
職
さ
れ
た
方
（
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
た
方
）

　

社
会
保
険
の
健
康
保
険
証
や
共

済
組
合
員
証

②
退
職
さ
れ
た
方

　

離
職
票
や
勤
務
先
で
交
付
し
た

資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
、
退
職

日
の
確
認
で
き
る
書
類

③
転
職
さ
れ
た
方

　

①
・
②
の
両
方
が
必
要

④
配
偶
者
の
扶
養
を
解
か
れ
た
方

（
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く
な

る
方
）

　

配
偶
者
の
勤
務
先
で
交
付
し
た
資

格
喪
失
証
明
書
な
ど
、
扶
養
を
解

か
れ
た
日
の
確
認
で
き
る
書
類

※
年
金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
上
記

書
類
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
第
３
号
被
保
険
者
に
該

当
す
る
方
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先

で
届
け
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
宮
市
役
所

　
　

市
民
課　

国
保
年
金
係

　
　
（
内
線
１
２
６
・
１
２
７
）

▽
白
沢
総
合
支
所

　
　

住
民
生
活
課　

住
民
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
２
３
）
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福島県議会議員
一般選挙

投 票 日　４月８日（日）
投票時間　午前７時～午後６時
■告示日　３月30日（金）
■投票できる人
　４月８日現在で満20歳以上（昭和62年４月９日までに
生まれた人）で、本宮市選挙人名簿に登録されている人。
なお、他の市町村から転入された人については、平成18
年12月29日までに転入届を出され、引き続き住民登録さ
れている人です。
【期日前投票】
○投票期間　３月31日（土）～４月７日（土）
○投票時間　午前８時30分～午後８時
　投票日当日、仕事や旅行などで、投票所へ行けない方
は、本宮市役所または白沢総合支所で、期日前投票がで
きます。

参議院福島県選出議員
補欠選挙

投 票 日　４月22日（日）
投票時間　午前７時～午後６時
■告示日　４月５日（木）
■投票できる人
　４月22日現在で満20歳以上（昭和62年４月23日まで
に生まれた人）で、本宮市選挙人名簿に登録されている
人。なお、他の市町村から転入された人については、平
成19年１月４日までに転入届を出され、引き続き住民登
録されている人です。
【期日前投票】
○投票期間　４月６日（金）～４月21日（土）
○投票時間　午前８時30分～午後８時
　投票日当日、仕事や旅行などで、投票所へ行けない方
は、本宮市役所または白沢総合支所で、期日前投票がで
きます。

期日前投票所一覧 【不在者投票】
　入院中や長期出張などで投票所に行
くことができない方は、入院中の病院
や施設、最寄りの市町村選挙管理委員
会で事前に投票できる「不在者投票」
制度があります。詳しくは、選挙管理
委員会へお問い合わせください。

◆問い合わせ先　本宮市選挙管理委員会事務局　　☎33－1111（内線219、220）

投　票　所　一　覧

投票所名 期日前投票所の場所

本 宮 市 役 所
　本宮市本宮字万世212
　　　本宮市役所２階第３会議室

白沢総合支所
　本宮市糠沢字小田部１
　　　本宮市役所白沢総合支所分庁舎１階

投票区名 区　　　　域 投　　票　　所

本宮第１ 本宮１区、２区、10区、仁井田字桝形、吹上、
村山、上山田、下山田、瀬戸川、蓬田の区域 本宮第二児童館（本宮字花町33－１）

本宮第２ 本宮３区、４区、５区、11区、12区 中央公民館（本宮字矢来39－１）

本宮第３ 本宮６区荒町、６区愛宕、６区舘町団地、本宮
７区、８区、９区、９区東、13区、14区 本宮第一保育所（本宮字馬場27－１）

青 田 青田一円 青田農業構造改善センター（青田字来ノ池55）
荒 井 荒井一円、仁井田字糀壇 荒井地区公民館（荒井字茶園５）

仁 井 田 仁井田一円から字桝形、吹上、村山、上山田、
下山田、瀬戸川、蓬田、糀壇を除く区域 仁井田地区公民館（仁井田字寺下15）

高 木 高木一円 本宮第二保育所（高木字大学80－１）
岩 根 岩根、関下一円 岩根農業構造改善センター（岩根字上土淵６）
和 田 和田の行政区域 和田新農業構造改善センター（和田字久保171）
糠 沢 糠沢の行政区域 糠沢集落センター（糠沢字原241）
白 岩 白岩の行政区域 白沢産業振興会館（白岩字関根73－３）
長 屋 長屋の行政区域 長屋地区住民センター（長屋字小山34）
稲 沢 稲沢の行政区域 稲沢産業センター（稲沢字見切田53）
松 沢 松沢の行政区域 松沢地区コミュニティセンター（松沢字池平36）
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知らせお

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
を
支
援
し
ま
す

　

本
宮
市
商
工
振
興
基
金
に
よ
る

商
工
振
興
事
業
支
援
交
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

商
工
振
興
事
業
支
援
交
付
金
と
は

　

ま
ち
づ
く
り
を
協
働
で
推
進
す

る
団
体
等
が
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
活
性
化
や
商
工
業
振
興
を
図
る

た
め
に
自
発
的
な
取
り
組
み
で
行

う
事
業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

◆
受
付
期
限

　

第
１
期
締
切　

５
月
11
日
（
金
）

　

第
２
期
締
切　

８
月
10
日
（
金
）

　

第
３
期
締
切　

10
月
31
日
（
水
）

※
申
請
の
方
法
、
交
付
条
件
等
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課　

商
工
労
政
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
５
０
）

み
ん
な
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

本
宮
市
で
は
、「
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
」
活
用
に
市
民
の
助

言
を
求
め
る
「
み
ん
な
の
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

芸
術
鑑
賞
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事

業
な
ど
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

企
画
す
る
事
業
に
、
今
年
も
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
は
、「
音
楽
の
絵
本
」
ク

ラ
ッ
シ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

多
く
の
市
民
に
舞
台
芸
術
鑑
賞
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
委
嘱
期
間

　

平
成
19
年
５
月
１
日
か
ら

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

◆
募
集
人
数

　

一
般
公
募　

５
名

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

◆
募
集
対
象

１
．
文
化
教
養
・
芸
術
鑑
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
の
本
宮
市
生

涯
学
習
事
業
全
般
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
こ
と
。

２
．
年
に
３
回
程
度
の
事
業
企
画

会
議
に
出
席
で
き
る
こ
と
。
な

お
、
会
議
は
平
日
の
夜
に
１
時

間
30
分
間
程
度
で
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
選
考
し
ま
す
。

◆
申
込
受
付

　

平
成
19
年
４
月
20
日
（
金
）
ま

で
に
、
本
宮
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
本
宮
市
中
央
公
民
館
）
ま

た
は
、
本
宮
市
白
沢
公
民
館
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
で
、
直
接
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
３―

２
６
１
１

FAX
３
３―

４
４
８
８

　本宮市役所（本庁）では、祝日を除く毎週月曜日に、次
の窓口業務を午後７時まで延長していますのでご利用くだ
さい。

　延長している業務

○住民票の写しの交付
○印鑑登録および印鑑証明書の交付
○戸籍謄本・戸籍抄本の交付
○税関係（納税・評価・所得・課税・公課）証明書の交付
　※税・使用料の納付および納税相談も行っています。

　できない業務

×各種住民異動の届出（転入・転出・転居・世帯変更の届出）
×国民健康保険・国民年金に関する届出

◆問い合わせ先　市民課　市民窓口係（☎内線124）

住民票・戸籍・税関係の
　各種証明書の交付時間を延長しています

（毎週月曜日・午後７時まで）

　本宮市には、右記の市営駐車場があります。

◆営 業 日
　年中無休（日曜・祝日も営業しています。）

◆利用時間
　午前７時～午後７時（定期駐車場を除く）
　（試験的運用　午前６時～午前７時）

◆問い合わせ先
　本宮市営駐車場指定管理者
　　㈱ Mot.Com もとみや
　　　　電　話　63－0008
　　　　ＦＡＸ　63－0050
　　　　住　所　本宮字南町裡26－11
　　　　　　　（MoCo ステーション内）

【利用料金】
駐車場名称 車輌の区分 利　用　区　分 利用料

九 　 縄 　（ 北 ）

駐 車 場

自動車
一時駐車

１時間まで 無料
以後30分毎 50円
19時から翌朝７時まで 1,000円

定期駐車 １箇月 5,000円

二輪車

一時駐車
１時間まで 無料
１日１回 50円

定期駐車
１箇月 300円
３箇月 800円
６箇月 1,500円

九縄（南・東）駐車場 自動車 定期駐車 １箇月 5,000円
中 條 駐 車 場 自動車 定期駐車 １箇月 5,000円
万 世 駐 車 場 自動車 定期駐車 １箇月 3,000円
五百川駅前駐車場 自動車 定期駐車 １箇月 4,000円

本宮市営駐車場のご案内
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軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
１
日
で
す

　

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税

は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
、
５

月
１
日
（
火
）
ま
で
に
納
税
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
旧
本
宮
町
地
区
の
方

は
、
昨
年
ま
で
５
月
末
日
納
期

だ
っ
た
も
の
が
、
合
併
に
よ
り
４

月
末
日
納
期
（
19
年
度
は
５
月
１

日
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
納
税
窓
口

　
　

時
間
延
長
の
お
知
ら
せ
】

　

本
宮
市
役
所
（
本
庁
）
で
は
、

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
は
、

午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
６
５
）

軽
自
動
車
税
の

減
免
申
請
を
受
付
ま
す

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
を

持
つ
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
に

係
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
、
障

が
い
を
持
つ
方
本
人
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
な
ど
で
す
。

◆
申
請
期
限

　

４
月
24
日
（
火
）
ま
で

　

旧
本
宮
町
地
区
の
方
は
、
納
期

が
４
月
末
日
（
19
年
度
は
５
月
１

日
）
に
変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
申
請
期
限
も
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類

・
軽
自
動
車
税
の
納
付
書

・
印
鑑　

・
免
許
証

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課　

市
民
税
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
６
５
）

・
白
沢
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
（
☎
４
４―

２
１
１
１
）

・
白
岩
出
張
所（
☎
４
４―

２
２
１
１
）

認
知
症
介
護
家
族
会

「
な
ご
み
会
」

　
「
な
ご
み
会
」
は
、
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
会
で
す
。

　

認
知
症
介
護
の
大
変
さ
は
直
面

し
て
初
め
て
分
か
る
も
の
で
あ

り
、
介
護
す
る
家
族
に
は
、
戸
惑

い
や
混
乱
、
介
護
疲
れ
が
起
こ
り

ま
す
。

　
「
な
ご
み
会
」
で
は
、
認
知
症

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
悩
み

を
話
し
合
い
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
月
１
回
の
定
例

会
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
事
前
に
連
絡
の
上
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

毎
月
第
２
月
曜
日

　
（
祝
日
の
場
合
は
次
の
日
）

◆
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
場
所

　

中
央
公
民
館　

第
３
研
修
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
内
）

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
７
）

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

　
㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

　
㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

　
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

　
㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

　
㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
グ
設
備
工
業（
３
３
―
１
２
４
８
）

　

本
宮
市
青
田
字
戸
ノ
内
１
２
２
番
地
11

　
㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

　
㈱
大
敬
工
業
所（
４
８
―
３
２
５
３
）

　

大
玉
村
玉
井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

本宮市水道工事指定店会

（有）
市

前納報奨金が廃止されます
　これまで、旧白沢村では、住民税（村
県民税普通徴収）および固定資産税に
ついて、第１期の納期限までに一括納
付された場合は、納付額に応じて前納
報奨金を交付していましたが、この制
度は平成19年度から廃止されます。
　ただし、前納報奨金制度が廃止され
ても、納付書または口座振替による一
括納付は、今までどおり行うことがで
きます。
　また、口座振替による一括納付（全
期）を期別毎の納付に変更する場合は、
金融機関への届出が必要になります。
　詳しくは、税務課収納係へお問い合
わせください。
◆問い合わせ先
　税務課　収納係（☎内線161）
　白沢総合支所　地域振興課（☎内線513）

家庭児童相談室を設置しました
　本宮市福祉事務所（本宮市役所内）に４月１日か
ら「家庭児童相談室」が設置されました。
　専任の家庭児童相談員が、次のような相談を受け
付けます。どうぞご利用ください。
○子どものしつけや生活習慣についての相談
○保育所、幼稚園、学校等での集団生活や不登校に

ついての相談
○子どもの発育や心身の機能上の障害についての相談
○児童の虐待や家庭内暴力についての相談
◆相 談 日　毎週火曜日・木曜日（祝日は除く。）
◆受付時間　午前９時～午後４時
◆場　　所　家庭児童相談室（市役所　保健福祉課内）
◆相談方法　電話または来所相談
　　　　　　※来所相談の場合は、事前予約が必要です。
◆申し込み・問い合わせ先
　保健福祉課　社会福祉係　☎33－1111（内線131）
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知らせお

４月１日（日） ㈱タカマツ 33－5242
４月７日（土） ㈱大敬工業所 48－3253・48－3665
４月８日（日） ㈱小山設備 33－3031
４月14日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357
４月15日（日） ㈲浜野和水道 33－2788
４月21日（土） ㈲本宮設備 33－2592
４月22日（日） ㈲タカトク設備 33－2183
４月28日（土） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
４月29日（日） ㈲佐藤商会 33－5875
４月30日（月） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895
５月３日（木） ㈲キング設備工業 33－1248
５月４日（金） ㈱タカマツ 33－5242
５月５日（土） ㈱大敬工業所 48－3253・48－3665
５月６日（日） ㈱小山設備 33－3031
５月12日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357

漏水当番のお知らせ

JAバンクは特別金利で
うれしい春をバックアップします！

くわしくはお近くのJA支店
　またはMA（マネーアドバイザー）まで…♪

○取引条件に関わらず特別金利をご利用いただけます。
○最大500万円を最長13年半（据置期間も含めた最長ご融資期間）までのご融資。
○入進学時はもちろん、在学中でもご利用いただける便利なローンです。
　保　証…福島県農業信用基金協会の保証を受けていただきます。（保証料率　年0.55％）
　手数料…事務手数料が1,050円必要となります。

注）金利は金利情勢により変わることがあります。

年1.6％（変動金利）

JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！JA教育ローン応援キャンペーン実施中！！ 平成18年10月２日～
平成19年４月27日まで（ ）

JAバンクは特別金利で
うれしい春をバックアップします！

注）金利は金利情勢により変わることがあります。

年1.6％（変動金利）
JAみちのく安達

市のすがた（平成19年３月１日現在）

納期のお知らせ

軽自動車税　　　　　　　　　全期
水道使用料　　　　　　　　　２～３月分
下水道使用料　　　　　　　　２～３月分
農業集落排水施設使用料　　　２～３月分
住宅使用料　　　　　　　　　４月分
住宅駐車場使用料　　　　　　４月分
保育所・幼稚園保育料　　　　４月分
放課後児童クラブ保育料　　　４月分

納期限　５月１日（火）

※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日まで
に、残高の確認をお願いします。

　　なお、毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を
午後７時まで延長していますので、税金などの納入
および納付相談にご利用ください。

市営住宅の空家状況

　
「
日
本
代
表
に
選
ば
れ
本
当
に
う
れ
し

い
。
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
き

た
お
か
げ
で
す
」。
名
古
屋
国
際
女
子
マ

ラ
ソ
ン
で
優
勝
し
、
世
界
陸
上
代
表
の
座

を
つ
か
ん
だ
橋
本
康
子
選
手
の
言
葉
か

ら
は
、
し
み
じ
み
と
し
た
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
応

援
だ
け
で
は
こ
こ
ま
で
到
達
で
き
な
い
。

か
た
わ
ら
の
森
岡
芳
彦
監
督
が
う
っ
す

ら
と
涙
ぐ
む
姿
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
ど

れ
ほ
ど
の
苦
労
と
努
力
が
あ
っ
た
か
が

伺
い
知
れ
ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
次

号
掲
載
予
定
）
▼
「
知
ら
な
い
土
地
で
、

仕
事
と
ラ
グ
ビ
ー
を
両
立
さ
せ
、
ど
れ
だ

け
で
き
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」。

早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
卒
部
し
た

菅
野
朋
幸
選
手
も
し
っ
か
り
と
自
分
を

見
す
え
て
い
ま
す
。
▼
技
術
・
体
力
だ
け

で
は
な
い
、
す
ぐ
れ
た
精
神
力
が
備
わ
っ

て
こ
そ
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
橋
本
選
手
も
菅
野
選
手
も
や

は
り
一
流
で
す
。
こ
ん
な
小
さ
な
市
に
す

ご
い
人
た
ち
が
い
る
ん
だ
な
と
誇
り
に

感
じ
た
と
き
で
し
た
。	

	

○や

男　性 15,540人

女　性 16,246人

総人口 31,786人

世帯数 9,375世帯

２月の交通事故発生状況

件　数 死　者 傷　者

本　年 16（27） ０（１） 17（30）

前　年 13（28） １（１） 15（38）

増　減 3（−1） −１（０） 2（−8）

本宮警察署より　（　）は１月からの累計

※ただいま空家はありません。

　　◆問い合わせ先

　　・産業建設部建設課管理係　（☎内線145）

　　・白沢総合支所建設課管理係（☎内線526）
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広報もとみや　平成19年4月

問い合わせ先　●生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111●白沢総合支所　白沢保健センター　保健係　☎44－4188

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４か月児健康診査 平成18年12月25日～平成19年1月24日生まれ ５月24日（木） 13：00～13：30

白沢保健センター
10か月児健康診査 平成18年６月13日～７月19日生まれ ５月31日（木） 13：00～13：30
１歳６か月児健康診査 平成17年10月11日～11月16日生まれ ５月23日（水） 13：00～13：30
３歳児健康診査 平成15年12月24日～平成16年１月25日生まれ ５月30日（水） 13：00～13：30
親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ５月はお休みです

５月の健診日程

※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間 ９：00～17：00　【※】は、９：00～12：00

（小児）は、小児科標榜医療機関

病院群輪番制日程表

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

月 ４月 ５月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜　　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ●
二本松病院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

本宮市本宮字

水廻りのリフォームで快適な暮らし

福島県本宮市本宮字仲町39
TEL 0243－33－3031
FAX 0243－33－3036

〒969－1124

株式会社小山設備
浴室・台所・トイレ改造工事のご相談は当社へ

代表取締役　小  山　　宏

４月１日（日）
（医）落合会東北病院	 （本宮市青田字花掛）	 33－2588
かさい小児科クリニック【小児】	（二本松市油井）	 22－8800
桑島耳鼻咽喉科医院	 （二本松市若宮）	 23－3387
岩代国保診療所【※】	 （二本松市百目木）	 56－2461
４月８日（日）
（医）よしだこどもクリニック【小児】	（本宮市高木字平内）	 34－6418
（医）安斎内科胃腸科医院	 （二本松市若宮）	 22－3001
本田レディスクリニック	 （二本松市本町）	 22－0301
小泉医院【※】	 （二本松市木幡）	 46－2321
４月15日（日）
国保白岩診療所	 （本宮市白岩字田中）	 44－2008
（医）ダザイ胃腸科内科医院	 （二本松市表）	 22－9255
（医）原医院	 （二本松市若宮）	 23－2111
（医）東和クリニック【小児】	 （二本松市針道）	 66－2122
４月22日（日）
（医）幹正会よしだ内科	 （本宮市本宮字一ツ屋）	63－2333
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】	 （二本松市油井）	 22－0174
野地眼科医院	 （二本松市若宮）	 23－0024
和田医院【※】	 （二本松市小浜）	 55－2303
４月29日（日）
いしわたクリニック	 （本宮市荒井字東学壇）	 63－2826
（医）森小児科医院【小児】	 （二本松市郭内）	 22－3215
社会保険二本松病院	 （二本松市成田）	 23－1231

４月30日（月）
吉田医院	 （本宮市本宮字馬場）	 34－2463
みうら内科クリニック【小児】	 （二本松市羽石）	 22－5512
整形外科内科小林医院	 （二本松市根崎）	 22－0682
５月３日（木）
（医）慈久会谷病院	 （本宮市本宮字南町裡）	33－2721
（医）高橋内科医院	 （二本松市油井）	 22－5636
（医）辰星会枡記念病院	 （二本松市住吉）	 22－3100
５月４日（金）
（医）坂本クリニック【小児】	 （本宮市本宮字千代田）	34－1188
（医）靜心会斎藤医院	 （二本松市若宮）	 22－0036
東雲堂医院	 （二本松市岳温泉）	 24－2830
５月５日（土）
（医）渡辺クリニック	 （本宮市高木字高木）	 34－3311
春山あだたら診療所	 （二本松市苗松）	 24－2024
（医）土川産婦人科医院【小児】	 （二本松市松岡）	 22－0035
５月６日（日）
兼谷胃腸科外科医院	 （本宮市本宮字舘町）	 33－4141
佐久間内科小児科医院【小児】	 （二本松市本町）	 22－0570
（医）菊慈会きくち整形外科	 （二本松市油井）	 23－2627
今古堂医院【※】	 （二本松市西新殿）	 57－2101
５月13日（日）
（医）上遠野内科医院【小児】	 （本宮市本宮字荒町）	 33－5866
（医）三浦内科医院	 （二本松市亀谷）	 23－3883
（医）しかの眼科	 （二本松市油井）	 62－2520
小野崎医院【※】	 （二本松市針道）	 46－2001
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協
議
会
の
運
営
を
担
う
役
員
の
皆
さ
ん

「
地
域
住
民
総
参
加
」
の
活
動

 

他
地
域
の
模
範
と
し
て
高
い
評
価

　

農
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
活
躍
す
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
、「
平
成
18

年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
顕
彰
」（
福
島
県
・

福
島
民
友
新
聞
社
主
催
）
に
、
白
沢
の
稲
沢
地

区
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
伊
藤
喜
将
会
長
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
３
月
16
日
（
金
）
に
福
島
市
で

行
わ
れ
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
と
伊
佐
早
幸

男
福
島
民
友
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
伊
藤
喜
将
同
協
議
会
会
長
に
、
賞
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
他
地

域
の
模
範
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
今
回
受

賞
し
た
９
団
体
の
県
代
表
と
し
て
、「
豊
か
な

む
ら
づ
く
り
顕
彰
全
国
表
彰
」
へ
の
推
薦
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
の
力
で
つ
く
る
ん
だ
」
と
い
う
思
い
の
も

と
、
行
政
区
の
区
長
や
各
団
体
の
代
表
等
の
皆

さ
ん
が
協
議
を
重
ね
、
地
域
住
民
総
参
加
型
の

地
域
活
性
化
組
織
と
し
て
平
成
９
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

稲
沢
地
区
の
全
世
帯
が
加
入
し
、「
地
域
住

民
総
参
加
で
ふ
る
さ
と
稲
沢
再
発
見
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
、
白
沢
長

芋
生
産
組
合
と
共
同
で
長
芋
、
ト
マ
ト
な
ど
の

作
付
運
動
等
を
推
進
。
さ
ら
に
、
平
成
14
年
か

ら
は
「
稲
沢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
。
市

内
外
か
ら
毎
回
１
，０
０
０
人
以
上
の
来
場
者

が
訪
れ
る
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
、
消
費

者
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
京
の
日
本
大
学
経
済
学
部
生

と
交
流
し
、
合
宿
の
受
け
入
れ
や
農
作
業
体
験

な
ど
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
花
い
っ
ぱ
い
活
動
な
ど
地
区

内
の
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
、
そ
の
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

伊
藤
会
長
は
、「
地
域
住
民
が
一
致
団
結
し

て
活
動
し
て
き
た
成
果
。
孫
子
の
代
、
末
代
ま

で
続
け
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
稲
沢
地
区
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
地
域
へ
の
愛
着
と
地
域
づ
く
り
へ
の
思

い
が
原
動
力
と
な
り
成
果
を
あ
げ
、
高
い
評
価

を
受
け
た
も
の
で
す
。

稲沢地区地域づくり協議会

豊かなむらづくり顕
け ん

彰
しょう

全国表彰に推薦

稲沢ふれあいまつり▶

◀佐藤知事を囲んでの記念撮影

住
民
一
体
で
環
境
整
備
や
交
流
を
推
進
し

　

豊
か
な
地
域
と
人
づ
く
り
を
実
現


